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研究要旨 
本研究では、介護レセプト個票より、個人の要支援までの期間、境界期健康寿命を算

出、都道府県・市町村別に集計し地域差を記述した。さらに、どのような要因が各期間

と関連するのかを検証する、市町村単位のエコロジカルスタディを行った。要支援初回

認定年齢、境界期健康寿命、その和である健康寿命には、日本海側で短く、太平洋側（特

に中四国・九州）で長いという地域差がみられた。また、市町村単位の重回帰分析で、

人口当たり病院数・人口当たり診療所数は、境界期健康寿命とのみ有意な正の関連がみ

られた。要支援初回認定年齢より、境界期健康寿命のほうが、医療の整備によって延長

できる可能性が示された。 
 
A. 研究目的 
健康寿命の定義は「日常生活に制限のな

い期間の平均」で、具体的には「要介護 2
以上となるまでの期間」などが使われる。

しかし、上記の期間には完全に健康な期間、

やや健康に不安を感じる期間があり、延伸

のための施策も異なると思われる。そこで

我々は、健康寿命の期間を 2 分し、「境界期

健康寿命」という概念を導入することを提

唱している。つまり、要支援までの期間お

よび境界期健康寿命（要支援～要介護 2 の

期間）である。 
本研究では、介護レセプト個票より、個

人の要支援までの期間、境界期健康寿命を

算出、都道府県・市町村別に集計し地域差

を記述した。さらに、どのような要因が各

期間と関連するのかを検証する、地域単位

のエコロジカルスタディを行った。 
 

B. 研究方法 
（1） データ 

2006 年 4 月～2015 年 3 月の全国介護レ

セプトを用いた。 
期間中に要支援、要介護 2 以上の両方に

初めて認定された 177,901 人（男性 71,217
人、女性 106,684 人）を分析対象とした。 
（2） 分析 

都道府県別に、①要支援初回認定年齢、
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②境界期健康寿命、および健康寿命を算出

し、図示した。 
上記の各期間を被説明変数、公開されてい

る様々な地域指標を説明変数とする、市町

村単位の重回帰分析を行った。 
 
C. 研究結果 
要支援初回認定年齢は、男女計で平均

75.7±10.6 歳であった。男性は平均 72.8±
10.3 歳（新潟 67.2±8.5 歳-熊本 79.0±9.8
歳）、女性は平均 77.7±10.3 歳（新潟 72.2
±10.5 歳-熊本 82.4±8.1 歳）であった（図

1）。 
境界期健康寿命は男女計で平均 2.0±1.7

年であった。男性は平均 1.8±1.6 年（山梨

1.6±1.4 年-和歌山 2.2±1.7 年）、女性は平

均 2.2±1.7 年（鳥取 1.9±1.7 年-和歌山 2.6
±8.1 年）であった（図 2）。 

健康寿命は男女計で平均77.8±10.8歳で

あった。男性は平均74.4±10.4歳（新潟68.9
±8.6 歳-熊本 80.8±9.8 歳）、女性は平均

79.8±10.5 歳（新潟 74.2±10.8 歳-鹿児島

84.5±8.6 歳）であった（図 3）。 
市町村単位の重回帰分析で、人口当たり

病院数・人口当たり診療所数は、境界期健

康寿命とのみ有意な正の関連がみられた。1
人当たり課税対象所得は、要支援初回認定

年齢とのみ有意な正の関連がみられた。（表

1） 
 
D. 考察 
要支援初回認定年齢、境界期健康寿命、

その和である健康寿命は、男女ともに、日

本海側で短く、太平洋側（特に中四国・九

州）で長い傾向がみられた。地域差が存在

するようにみえる。 
市町村単位の重回帰分析で、人口当たり

病院数・人口当たり診療所数は、境界期健

康寿命とのみ有意な正の関連がみられた。1
人当たり課税対象所得は、要支援初回認定

年齢とのみ有意な正の関連がみられた。境

界期健康寿命のほうが、医療の整備によっ

て延長できる可能性がある。 
 
E. 結論 

要支援初回認定年齢、境界期健康寿命、

その和である健康寿命には地域差がみられ

た。また、要支援初回認定年齢より、境界

期健康寿命のほうが、医療の整備によって

延長できる可能性が示された。 
 

F. 研究発表 
なし 
 

G. 知的財産権の出願・登録状況 
なし 
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図 1 要支援初回認定年齢（左：男性、右：女性） 

 
 
図 2 境界期健康寿命（左：男性、右：女性） 

 
 
図 3 健康寿命（左：男性、右：女性） 
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表 1 

 


